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[はじめにはじめにはじめにはじめに] 我々は、小型で高感度のリング光共振器を用いた

バイオセンサーを研究している[1]。感度および温度安定性向

上のために図1に提案する差動式リング共振器バイオセンサ

ーを提唱した[2]。差動リングを集積化させることで多項目同

時検出バイオセンサーの実現を目指す。 

 

[実験実験実験実験] これまで差動リングと流路を作製して試料液を流す

ことで前立腺特異抗原(PSA)を検出した[3]。差動リングの出力

のシミュレーション結果を図2に示す。赤い波形が参照リング

の出力、緑が検出リングの波形である。試料が吸着していない

場合2つの波形は重なっているため差動出力(青い波形)は現れ

ないが検出リングに試料が吸着すると図2のように長波長側に

シフトして差動出力が現れる。今回シミュレーション結果を検

証するため合流させずにそれぞれのリングの出力を取り出せ

るように設計したサンプルを作製(図3)して出力を測定した。 

 

[結果結果結果結果・・・・考察考察考察考察] 結果を図4に示す。2つのリングの共振波長は波

長1298nm以上ではほとんど一致しているが1298nm未満の波長

では一致していない。その原因として1つめは作製プロセスに

おけるリングのパラメータのばらつき、2つめはリング以外の

箇所で反射と共振が発生したことによる影響である。図5の模

式図のように入出力の導波路端での反

射により共振が発生したため,新たな共

振成分が出現したためではないか推測

される。更なる検証を今後行う。 
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図 1. 差動式バイオセンサー 

図 2. 差動リング出力の
シミュレーション 

入力

参照リング

位相差
ギャップ

出力

検出リング

受容器

Si-tag

Siリング

入力

参照リング

位相差
ギャップ

出力

検出リング

受容器

Si-tag

Siリング

図 4. 2つのリングの出力 

図 3. 作製したサンプルの光顕写真. 
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図 5. 寄生共振回路の発生個所 
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